
人口“世帯の動き　平成17年7月1日現在

●総人口　22，936人（－26）

男10，589人（－9）　女12，347人（－17）

●世帯数　9，106（－13）

出生10人　死亡11人　転入57人　転出82人
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モ＿夕＿」ハイブリッド用トランスミッション 

園各車両の稼働状況

自動車は便利な乗り物ですが、一方でその排気ガスには、

地球温暖化の原因となる二酸化炭素C02などが含まれていま

す。この問題に対して、町では快適で住みよい環境を守り、

将来の世代に継承していくために、環境への負荷の少ないク

リーンエネルギー自動車の導入を検討し、平成16年4月に町

長公用車にハイブリッド自動車を導入しました。

今回、ハイブリッド自動車（1500cc）、i日町長公用車

（3000cc）、ハイブリッド自動車同等車（1500cc）の各章1年間

の使用記録から、ハイブリッド自動車導入効果を検証しまし

た。

消費燃料 （l） �走行距離 （km） �燃　費 （km／l） �稼　働　期　間 

ハイブリッド自動車 �301 �5，547 �18．43 �H16年4月～H17年3月 

旧　町　長　公　用　車 �934 �6，114 �6．55 �H15年4月～H16年3月 

ハイブリッド自動車同等車 �1，162 �13，755 �11，84 �H16年4月～H17年3月 

ハイブリッド自動車で旧町長公用車の走行距離分を走行したと仮定すると、6，114km÷18．43km／e≒3320が必

要になります。同様にハイブリッド自動車同等車では，13，755km÷18．43km／l≒7464日こなります。このデータ

をもとに、ガソリン削減量、ガソリン経費削減量、二酸化炭素削減量を計算すると次の表のとおりになります。

（園ハイブリッド自動車導入による削減効果

i 1量8師宣准維iE＝ �事： ！園田8－ 自動車同等車 �備　考　　「 

ガソリン量 �△602 �△416 �旧町長公用車…………………　934l－332l＝△602l 

（l） ���ハイブリッド自動車同等事“…‥1，162l－746l＝△416l 

○○ �△72，240 �△49，920 �ガソリン単価を120円／lとして計算すると 旧町長公用車……………120円／lX602l＝△72，240円 

ハイブリッド自動車同等車…120円／lX416l＝△49，920円 

●≡ ●　● �△1，384．6 �△956．8 �CO2排出係数2．3（均一CO2／l）で計算すると 
●旧町長公用車 
2．3（kg－CO2／l）×602l＝△1，384．6kg－CO2 

●ハイブリッド自動車同等事 
2．3（均一CO2／l）×416l＝△956．8kg－C02 

このように、ハイブリッド自動車導入によりガソリン消費量や経費が削減され、CO2削減にも効果を発揮しました。

ハイブリッド自動車を導入していけば、地球温暖化や大気汚染の解決に有効です。
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今回は地球温暖化の原因と考えられる自動車排気ガスや燃料消費の削減について取り上げましたが、私達の生活の

中にもまだまだ温暖化の原因はあります。防止する方法が私たちの生活の中にあることを再認識し、そのための一人

ひとりの行動はとても大切です。省エネルギー行動は　無理せず、できることを継続的に実践することが原則です。

省エネルギー行動が自分の生活のプラスになります。

ガソリンエンジン

バッテリー

モーター

電気自動車

メタノール自動車

彊琵
l

雷寧
メタノール

‾“モーター

ハイブリッド自動車

輩麓Sr

「‾‾千六才元‾末吉高車‾三夫元首高車云議註㌻‾‾臆園田輸
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漢音因 �� �■ �話語 �聞］ �� � 
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出所‥資源エネルギー庁「新エネルギー便覧平成15年版」I
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人権について理解を深めました
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録音テープを作成する「みみずく」のメンバー

留
学
気
分
を
味
わ
っ
て

国
際
交
流
員
が
楽
し
く
講
義

夏
休
み
前
の
六
月
二
十
六
日
、
姶
良
郡

内
の
国
際
交
流
員
六
人
が
講
師
と
な
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
留
学
気
分
が
体
験
で
き
る

「
一
日
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」

が
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
先
月
で
任
期
満
了

と
な
っ
た
本
町
国
際
交
流
員
ベ
テ
ィ
・
リ

ン
さ
ん
の
最
後
の
事
業
で
県
内
各
地
か
ら

約
百
名
が
参
加
。
講
義
は
、
二
朗
の
演
奏

や
世
界
一
簡
単
な
デ
ザ
ー
ト
作
り
、
墨
と

水
だ
け
で
テ
ー
マ
を
描
く
絵
画
教
室
な
ど

様
々
。
参
加
者
た
ち
は
自
分
が
興
味
を
持

っ
た
講
義
に
出
席
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
ベ
テ
ィ
さ
ん

が
受
け
持
つ
英
会
話
教
室
の
生
徒
が
手
拍

子
に
合
わ
せ
て
外
国
の
歌
を
発
表
し
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
閉
講
の
時
間
を

迎
え
ま
し
た
。

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

永
原
小
学
校
で
人
権
教
室

人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権
の
基
本
的
考
え

を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
六
月
二
十
八
日
、

永
原
小
で
人
権
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
人
権
擁
護
委
員
の
海
老
原
博
子
さ
ん
、

内
村
健
一
さ
ん
、
神
田
由
美
子
さ
ん
の
三

人
が
、
低
・
中
・
高
学
年
ご
と
に
分
か
れ

た
ク
ラ
ス
の
講
師
と
な
り
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
さ
る
カ
ニ
合
戦
の
ビ
デ
オ
を
観
た

低
学
年
の
児
童
は
、
「
相
手
の
気
持
ち
に
な

っ
て
考
え
よ
う
。
」
　
「
み
ん
な
が
仲
良
く
す

る
こ
と
が
大
切
。
」
　
な
ど
と
意
見
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
海
老
原
さ
ん
は
、
「
み
な

さ
ん
は
世
界
に
一
人
だ
け
の
存
在
で
す
。

友
達
同
士
、
良
い
所
を
た
く
さ
ん
見
つ
け

て
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
」
　
と
話
し
て
い
ま

した。

非
行
の
な
携
る
い
社
会
を
撃
」
う

大
臣
と
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
調
月
間

が
ス
タ
ー
ト
し
た
七
月
一
日
、
姶
良
保
護

区
保
護
司
会
の
竹
下
虎
雄
会
長
と
、
加
治

木
支
部
の
会
員
四
人
が
町
長
室
を
訪
れ
ま

した。竹
下
会
長
が
、
南
野
法
務
大
臣
と
伊
藤

鹿
児
島
県
知
事
か
ら
の
同
月
間
に
対
す
る

協
力
依
頼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、

川
野
町
長
へ
　
「
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
」
　
と
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
今
年
で
五

十
五
回
目
。

竹
下
会
長
は
　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
御

協
力
く
だ
さ
い
。
」
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
豊
中
訳
テ
ー
プ
」
の
利
用
希

望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
広
報
か
じ

き
や
議
会
だ
よ
り
、
社
協
だ
よ
り
等
、
身

近
な
広
報
紙
を
読
ん
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
、
郵
便
局
の
協
力
を
得
て
視
覚

障
害
者
協
会
の
会
員
宅
に
配
付
し
て
い
ま

す。

こ
の
録
音
テ
ー
プ
は
音
声
訳
テ
ー
プ
と

呼
ば
れ
、
音
声
訳
サ
ー
ク
ル
　
「
み
み
ず
く
」

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
テ
ー
プ
の
配
付
対
象
者
を
視

覚
障
害
者
協
会
の
会
員
だ
け
で
な
く
、
町

内
の
視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
の
方
々
ま
で

拡
充
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

全
員
に
配
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
テ
ー
プ
が
欲
し
い
と
い
う
方
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
Ⅲ
6
2
－
2
0
4
1
）

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
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中学男子100Mで一位になった後退くん（加中3年）

も
っ
と
身
近
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

コ
ン
サ
ー
ト
で
涼
風
献
上

梅
雨
空
が
続
き
、
気
分
も
湿
り
が
ち
に

な
っ
て
い
た
七
月
十
日
、
ジ
メ
ジ
メ
気
分

を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
、
加
音
ホ
ー
ル
で
さ

わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
年
二
回
開
催
し

て
い
る
加
音
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

と
は
別
に
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
も
っ
と
身
近

に
提
供
す
る
も
う
一
つ
の
音
楽
会
」
　
と
し

て
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
後
援
会
が
企
画
し
た

もの。加
音
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
は
じ
め
、
コ
ー

ル
加
治
木
、
リ
ラ
の
会
、
柳
田
合
奏
団
な

ど
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム

ー
ド
で
演
奏
を
披
露
。
演
奏
の
合
間
に
は

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
設
け
る
な
ど
、
集
ま
っ

た
約
三
百
人
の
聴
衆
は
、
さ
わ
や
か
な
ひ

と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら
べ
テ
ィ
さ
ん

国
際
交
流
員
の
任
務
終
了

本
町
の
第
六
代
国
際
交
流
員
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
べ
テ
ィ
・
リ
ン
さ
ん
の
任
期

が
終
了
し
、
七
月
八
日
、
役
場
で
離
任
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
テ
ィ
さ
ん
は
、
昨

年
七
月
の
着
任
以
来
、
国
際
料
理
教
室
や

花
見
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
む
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
離
任
式
で
は
ベ
テ
ィ
さ
ん
の
一

年
間
の
労
を
ね
き
ら
い
、
深
浦
助
役
か
ら

感
謝
状
が
、
職
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま

した。
「
今
日
を
新
し
い
ス
タ
ー
ト
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。
ま
た
加
治
木
に
遊
び
に
く
る

の
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
」
　
と

御
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
ベ
テ
ィ
さ
ん
は
、

職
員
の
拍
手
に
包
ま
れ
な
が
ら
加
治
木
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
御
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

五
人
の
轍
（
わ
だ
ち
）
辰

個
性
輝
く
絵
画
が
ず
ら
り

国
立
南
九
州
病
院
で
療
養
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
趣
味
の
絵
画
を
長
年
に
渡
っ
て

描
き
続
け
て
い
る
五
人
の
仲
間
た
ち
が
、

自
作
の
絵
画
約
百
三
十
点
余
り
を
集
め
、

七
月
二
日
か
ら
十
日
ま
で
、
加
音
ホ
ー
ル

で
　
「
五
人
の
轍
展
」
　
を
開
催
し
ま
し
た
。

作
品
を
描
い
た
の
は
、
木
脇
正
敏
さ
ん
、

山
田
凡
雄
さ
ん
、
峯
元
宏
誌
さ
ん
、
日
高

和
俊
さ
ん
、
宮
田
誠
さ
ん
の
五
人
。
展
示

さ
れ
た
作
品
は
、
繊
細
な
タ
ッ
チ
の
人
物

画
や
燃
え
る
よ
う
な
桜
島
を
力
強
く
描
い

た
油
絵
な
ど
、
ど
れ
も
み
な
力
作
ば
か
り
。

木
脇
さ
ん
は
、
「
と
に
か
く
絵
が
好
き
で
、

も
う
二
十
年
く
ら
い
描
い
て
い
ま
す
。
仲

間
同
士
で
お
互
い
の
絵
の
批
評
も
す
る
ん

で
す
よ
。
」
　
と
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

加
治
木
町
は
総
合
四
位

軟
式
野
球
と
弓
道
が
優
勝

第
三
十
七
回
姶
良
地
区
体
育
大
会
が
七

月
十
六
日
・
十
七
日
の
両
日
　
（
一
部
競
技

を
除
く
。
）
、
姶
良
郡
内
の
各
会
場
で
行
わ

れ
、
十
八
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た。

加
治
木
町
チ
ー
ム
は
、
弓
道
競
技
と
軟

式
野
球
で
優
勝
す
る
な
ど
、
総
合
四
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

四
位
以
内
に
入
賞
し
た
競
技
種
目
は
次

の
と
お
り
。

▼
優
勝
－
弓
道
、
軟
式
野
球

▼
二
位
－
陸
上
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ゴ
ル
フ

▼
三
位
－
柔
道
、
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
女
子

▼
四
位
－
水
泳
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エコファーマ一に認定された隈原人参の生産者たち

∴＿ ニー／÷ �　　！ ／一‾‾‾‾‾li か∴、〔、iii、， 

何が捕れたかな？
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〇定吃昧
●　　l

圏器

漣、
言、雷一二一寸言一・

シ享千言仁子∵守一ご

柵椰凧棚旧誼耐棚凧珊柵
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錦
江
湾
で
釣
り
を
満
喫

恒
例
′
キ
ス
釣
り
大
会

錦
海
漁
協
　
（
松
田
繁
美
組
合
長
）
　
主
催

に
よ
る
第
三
十
三
回
海
に
親
し
む
キ
ス
釣

り
大
会
が
七
月
十
七
日
、
錦
江
湾
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

男
女
八
十
二
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
者

た
ち
を
乗
せ
た
船
は
、
午
前
五
時
に
加
治

木
港
を
出
港
。
船
頭
が
案
内
す
る
ポ
イ
ン

ト
に
到
着
す
る
と
、
「
待
っ
て
ま
し
た
」

と
ば
か
り
に
釣
り
糸
を
垂
ら
し
、
キ
ス
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

検
量
の
結
果
、
キ
ス
の
総
重
量
で
二
八

〇
〇
グ
ラ
ム
を
釣
り
上
げ
た
姶
良
町
の
松

木
長
男
さ
ん
が
優
勝
。
ま
た
、
子
供
賞
は
、

一
六
〇
〇
グ
ラ
ム
を
釣
り
上
げ
た
頴
川
和

眞
く
ん
　
（
加
治
木
中
一
年
）
、
女
性
賞
は

堂
嶽
由
紀
さ
ん
が
獲
得
し
ま
し
た
。

紬
掛
川
で
川
遊
び
を
体
験

魚
が
い
っ
ぱ
い
獲
れ
た
よ

川
と
身
近
に
親
し
む
こ
と
で
、
自
然
や

生
命
を
大
切
に
す
る
心
を
持
っ
た
子
ど
も

を
育
て
よ
う
と
、
加
治
木
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
　
（
吉
村
賢
一
会
長
）
　
の
メ
ン
バ
ー

は
七
月
二
十
三
日
、
千
鳥
公
園
近
く
の
網

掛
川
で
、
町
生
活
学
校
の
会
員
と
と
も
に

子
ど
も
の
川
遊
び
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

水
辺
の
生
物
を
探
し
た
り
水
質
を
調
べ

て
み
よ
う
と
、
子
ど
も
や
保
護
者
な
ど
約

四
十
人
が
参
加
。
川
岸
の
草
の
茂
み
を
網

で
す
く
う
と
、
小
さ
な
エ
ビ
や
カ
ニ
、
う

な
ぎ
な
ど
が
網
の
中
へ
。
普
段
見
慣
れ
な

い
水
辺
の
生
物
を
見
つ
け
た
子
ど
も
た
ち

は
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

吉
村
会
長
は
、
「
川
遊
び
を
通
し
て
自

然
の
す
ぼ
ら
し
さ
や
生
命
の
大
切
さ
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
大
成
功
で
す
ね
。
」
　
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

っ
と
学
校
給
食
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
生
産
者
も
一
体
と
な
っ
て
頑
張
り

た
い
。
」
　
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

隈
原
人
参
の
生
産
農
家
2
2
人

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定

隈
原
人
参
の
生
産
農
家
二
十
二
人
が
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定
さ
れ
、
七
月
二
十

一
日
、
隈
原
公
民
館
で
認
定
証
の
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
土
づ
く
り

減
化
学
肥
料
、
減
農
薬
に
一
体
的
に
取
り

組
む
農
業
実
践
者
の
こ
と
で
、
持
続
性
の

高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
に
関
す
る
計

画
を
県
知
事
が
認
定
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

川
野
威
朗
町
長
が
一
人
ひ
と
り
に
認
定

証
を
贈
り
、
「
こ
れ
か
ら
も
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
を
推
進
し
、
安
全
で
安
心
な
人

参
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

と
激
励
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
域
内

野
菜
部
会
長
の
西
村
照
雄
さ
ん
が
、
「
も

白
木
山
窯
跡
の
調
査
報
告
書

五
十
冊
を
限
定
販
売

平
成
十
三
年
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ

た
　
「
日
木
山
窯
跡
」
　
の
調
査
報
告
書
が
町

教
育
委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
窯
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に

今
の
精
矛
神
社
の
周
辺
に
あ
っ
た
登
り
窯

で
、
加
治
木
島
津
家
が
川
内
・
平
佐
焼
や

苗
代
川
燐
の
陶
工
や
技
術
者
を
招
き
、
龍

門
司
燐
の
陶
工
た
ち
の
協
力
で
磁
器
を
生

産
し
た
窯
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
多

い
謎
の
窯
で
し
た
が
、
発
掘
調
査
の
結
果

多
く
の
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
報

告
書
に
は
、
窯
で
焼
か
れ
て
い
た
焼
物
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
詳
し
く
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

町
立
図
書
館
で
閲
覧
が
で
き
る
ほ
か
、

限
定
五
十
冊
　
（
A
四
判
百
二
十
ペ
ー
ジ
、

千
五
百
円
）
　
で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

｛
′
　
　
　
　
　
　
軍
．

圏
圏

▼
　
）
点
、
い

V
．
∴
∴
｛

ム　ー
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氏　　名 �得票数 

霞　　　幸　男 �256 

山　口　正　春 �175 

両　村　照　雄 �153 

今　西　　　馨 �128 

猪　目　初　男 �124 

上水流　　　功 �106 

内　村　政　則 �104 

宇　都　和　義 �104 

市来原　松　義 �90 

無　効　票 �14 

困

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

1，聞表 10′ ▼　● � � �－ �▲ ��“－ � � �曙 を 
00 � � � �� � � 

：■しこ �○○ ��重 �○○ 1010100rlS′10r ㊥蛤　●　診 

前回（平成14年）67．81パーセン 
3．0ポイント下回る 

●投票所別投票率

区 �投　票　所 �有権者数 �投票数 �投票率（％） 

1 �福祉セ　ンター �381 �163 �42．78 

2 �岩　原　公　民　館 �233 �66 �28．33 

3 �加治木小学校 �302 �177 �58．61 

4 �永　原　小　学　校 �287 �237 �82．58 

5 �雛　場　公　民　館 �54 �44 �81．48 

6 �辺川大字公民館 �129 �104 �80．62 

7 �西　浦　公　民　館 �116 �96 �82．76 

8 �川　内　公　民　館 �117 �91 �77．78 

9 �竜　門　小　学　校 �209 �140 �66．99 

10 �中　野　公　民　館 �107 �75 �70．09 

期　日　前　投　票 � �61 � 

合　　　計 ��1，935 �1，254 �64．81 

公選　　　　　共済推薦　　　　　公選　　　　　　公選　　　　　　公選　　　　　　公選

今西　馨　　東　輝雄　　内村政則　　宇部和義　上水流　功　猪目初男
上木田　　　　　永原　　　　　市来原　　　　萩原　　　　　新中　　　　　鞍掛

公選　　　　　　公選　　　　　議会推薦

山口正春　　西村照雄　　畠中ヒデ子
鞍掛　　　　　隈原下　　　　　菖蒲谷
会　長　　会長職務代理者

4
土地改良区推薦　　JA推薦　　　　　公選　　　　　議会推薦

蔵満洋一　　坂元廣幸　　霜　幸男　　堀　庸子
西塩入下　　　宮田ケ平　　　　菖蒲谷　　　　高井田

八
人
に
当
選
証
書
を
付
与

農
業
委
員
会
委
員

任
期
満
了
に
伴
う
加
治
木
町
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
七
月
十
日
、

町
内
十
箇
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
く
八
人

の
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

翌
十
一
日
、
当
選
証
書
の
付
与

式
が
役
場
で
行
わ
れ
、
矢
野
辰
二

町
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
三
年
間
、
農
家
の
利

益
代
表
機
関
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

平
成
1
7
年
7
月
2
0
日
か
ら

平
成
2
0
年
7
月
1
9
日
ま
で

議
席
順
に
掲
載

町
農
業
委
員
会
委
員
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叫
御
存
知
で
す
か
で

…
9
月
は
障
害
害
雇
用

↑
支
援
月
間

働
く
意
欲
と
能
力
が
あ
り
な
が
ら

働
く
場
が
得
ら
れ
な
い
障
害
者
の

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
を
進
め
る
た
め
に

は
、
事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
と
し

た
県
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
障
害
者
雇
用
の
現

状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
雇
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
各
種
の
障
害
者
雇

用
啓
発
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

○
障
害
者
雇
用
支
援
・
激
励
大
会

9
月
1
3
日
（
火
）

鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

○
障
害
者
就
職
面
接
会

9
月
2
7
日
（
火
）

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
雇
用
対
策
室

田
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
3
0
2
8

・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
〝
：
：
“
：
：
：
●

叫
災
害
を
受
け
ら
れ
た

…
方
に
対
す
る
県
税
の

↑
減
免
が
あ
り
ま
す

風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど
に
よ

っ
て
、
住
宅
な
ど
の
財
産
に
損
害
を

受
け
た
場
合
に
は
、
損
害
の
程
度
に

応
じ
て
県
税
　
（
個
人
事
業
税
・
自
動

車
税
・
不
動
産
取
得
税
、
個
人
県
民

税
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
税
）
　
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
減
免
の
措
置
を
受
け
る

に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

こ
と
と
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
総
務
事
務
所

Ⅲ
0
9
9
5
　
（
6
3
）
　
3
1
1
1

・：：：：：：：：：：：：：：：●…
個
人
事
業
税
（
第
1

…
期
分
）
の
納
税
は
8
月

●
3
1
日
（
水
）
ま
で
に
！

個
人
事
業
税
は
、
県
の
総
務
事
務

所
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
、
年
2
回
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
今
年
の
第

1
期
分
の
納
期
限
は
、
8
月
3
1
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
通
知
書
を
受
け
取
ら
れ
た
方

は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
8

月
3
1
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
納
税
方
法
に
は

便
利
な
「
口
座
振
替
」
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
税
額
が
1
万
円
以
下
の

場
合
は
、
第
1
期
（
8
月
3
1
日
ま
で
）

に
全
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
総
務
事
務
所

Ⅲ
0
9
9
5
　
（
6
3
）
　
3
1
1
1

（
う
ち
半
年
以
内
据
置
）

リ
ー
ス
3
～
7
年

▽
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
総
務
貸
与
課

Ⅲ
0
9
9
　
（
2
1
9
）
　
1
2
7
1

皿
0
9
9
　
（
2
5
2
）
　
7
1
1
1

名
前
を
し
ら
べ
よ
う

標
本
名
付
け
教
室

●

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

小
規
模
企
業
善
等

設
備
導
入
費
金
制
度

●

（
財
）
　
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
従
業
員
数
2
0
人
以
下

（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
）

の
小
規
模
企
業
者
を
対
象
に
、
設
備

導
入
の
た
め
の
　
「
無
利
子
で
の
資
金

貸
付
」
　
と
　
「
低
利
で
の
設
備
貸
与
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
設
備
資
金
貸
付

・
貸
付
限
度
額
　
対
象
設
備
の
2
分

の
1
以
内
で
4
千
万
円
以
下

・
貸
付
期
間
　
7
年
以
内
　
（
う
ち
1

年
以
内
据
置
）

○
設
備
貸
与

（
割
賦
販
売
・
リ
ー
ス
）

・
貸
与
限
度
額
　
設
備
価
格
の
合
計

6
千
万
円
以
下

・
貸
付
期
間
　
割
賦
販
売
7
年
以
内

県
と
社
団
法
人
鹿
児
島
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
で
は
、
宅
地
建
物
取

引
に
関
す
る
無
料
相
談
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
宅
地
や
建
物
の
取
引

に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
税
金
に
関
す

る
こ
と
、
相
続
・
贈
与
に
関
す
る
こ
と

な
ど
で
、
相
談
は
無
料
で
す
。

○
日
時
　
的
月
7
日
（
金
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

○
場
所
　
姶
良
町
商
工
会

※
当
日
は
、
弁
護
士
や
税
理
士
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
行

政
書
士
の
専
門
相
談
員
な
ど
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
建
築
課

皿
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
3
7
0
7

（
社
）
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会

夏
休
み
に
採
集
し
た
植
物
、
貝
、

昆
虫
、
岩
石
の
標
本
の
名
付
け
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
各
分
野
の
専
門
の

先
生
と
一
緒
に
、
自
分
の
集
め
た
標

本
の
名
前
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

○
日
時
　
8
月
2
7
・
2
8
・
5
0
・
3
1
日

午
前
1
0
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
午
後
4
時

○
場
所
　
県
立
博
物
館
3
階
学
習
情

報
室

○
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
が
、
先
着
順
に
整
理
券
を
配
り

ます。

○
料
金
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
博
物
館

Ⅲ
0
9
9
　
（
2
2
3
）
　
6
0
5
0

錦
江
湾
B
I
N
G
o
！

ス
タ
、
ラ
ラ
リ
ー
2
0
0
5

1
0
月
3
1
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
、
錦
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相聞薩強誕詞i語調函囲園圃圃騒音搭謀議詣誤＿ � 
〈聾テレビ“ラジオで授業誓う畢・大学で平、漢圏園圏 � 
都誰誰　開聞　　　　回田案を園田調和暮雪i田園型図四81∴皿099－239－3811 � 

平成17年度第2学期学部生・大学院修士科目生学生募集 【募集期間】8月31日（水）まで 【教養学部】学生の種類全科履修生（4年以上在学し、「学士（教養）」の学位の取得を目指す） 

選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修） 

科目履修生（6か月在学し、希望する科目を履修） l蛍三 

（特長）〇人子試験はありません。 　015歳以上であれば誰でも入学でき、約300科目の中から好きな科目を1科目から学べます。 � 

O「学士（教養）」の学位が取得できます。 � 

【大学院】学生の種類　修士科日生（6か月在学し、希望する科目を履修） 

修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修） 

（特　長）018歳以上であれば、誰でも入学できます。 

○約60科目の中から好きな科目を1科目から学べます。 � 

注
湾
岸
の
美
し
い
自
然
や
温
泉
、
海

水
浴
場
な
ど
、
湾
岸
各
地
に
設
け
ら

れ
た
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
め
ぐ
り

ビ
ン
ゴ
シ
ー
ト
　
（
応
募
用
紙
）
　
に
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
旅
行
券
、
県
の
特
産
品
な
ど
の

豪
華
賞
品
が
当
た
る
　
「
錦
江
湾
B
I

N
G
O
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
2
0
0

5
」
　
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
シ
ー
ト
は
、
県
庁
1
階
県

政
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
、

湾
岸
1
2
市
町
の
企
画
担
当
課
、
各
地

の
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

錦
江
湾
み
ら
い
総
合
戦
略
推
進
協

議
会
事
務
局
（
県
庁
地
域
政
策
課
）

皿
0
9
9
　
（
2
8
6
）
　
2
4
2
4

h
青
苗
＼
＼
w
w
w
．
p
r
の
f
．
k
a
0
0
O
S
h
i
B
a
．
j
p

＼
h
O
雪
の
＼
c
h
i
i
k
i
k
a
＼

一
般
3
0
0
円
　
高
・
大
生
1
9

0
円
　
小
・
中
学
生
1
2
0
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

黎
明
館

Ⅲ
0
9
9
　
（
2
2
2
）
　
5
3
9
6

h
雫
p
‥
＼
＼
t
e
i
雪
の
i
k
a
n
．
p
r
O
f
．
k
a
0
0
O
S

h
i
ヨ
a
．
j
p
＼

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

薩
摩
焼
の
歴
史

●

黎
明
館
企
画
展

「
薩
摩
締
－
武
の
国
の
刀
装
」

●　刀剣の外装である掠（こ
しら

え
）
に
は
、
木
工
・
漆
芸
・
彫
金
・
組
紐

な
ど
日
本
の
誇
る
伝
統
工
芸
の
技
巧

が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
の
国
薩

摩
で
好
ま
れ
た
無
骨
で
実
用
的
な
刀

装
、
薩
摩
描
を
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

○
会
期
　
8
月
1
6
日
（
火
）
　
～

日
月
6
日
　
（
日
）

○
会
場
　
黎
明
館
3
階
企
画
展
示
室

○
観
覧
料
　
（
常
設
展
示
観
覧
料
）

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
で
、
鹿
児
島

の
歴
史
・
文
化
を
見
つ
め
て
み
ま
せ

んか。
○
日
時
　
9
月
1
7
日
（
土
）
・
1
8
日

（
日
）
午
後
1
時
0
0
分
～

○
場
所
　
黎
明
館
講
座
室

○
テ
ー
マ
　
「
薩
摩
焼
の
歴
史
－
近

年
の
考
古
学
的
知
見
か
ら
L

O
講
師
　
鹿
児
島
大
学
教
授

渡
辺
　
芳
郎
氏

○
参
加
費
　
無
料

○
定
員
　
0
0
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

黎
明
館

Ⅲ
0
9
9
　
（
2
2
2
）
　
5
3
9
6

●

：

：

，

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

〝

：

●

…
加
治
木
工
業
高
校
県
民
大
挙

…
初
歩
か
ら
学
ぷ

●
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
入
門

○
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト
の
使

い
方
等

○
対
象
　
県
内
在
住
の
一
般
成
人
で

初
心
者
に
限
る
。

○
定
員
　
5
0
人

○
場
所
　
加
治
木
工
業
高
校

○
実
施
日
（
全
1
0
回
）

9
月
2
7
・
2
8
・
2
9
・
5
0
日
、
1
0
月

3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
日
日

〇
時
間
　
1
7
時
0
0
分
～
1
9
時
0
0
分

○
受
講
料
　
無
料
で
す
が
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
1
0
0
0
円
程
度
必
要

○
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏
名
　
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

次
の
宛
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
返
信
は
が
き
の
宛
先
に
は
、

御
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先
　
〒
8
9
9
－
5
2
1
1

加
治
木
町
新
富
町
1
3
1
番
地

加
治
木
工
業
高
校
県
民
大
学
係

○
申
込
締
切
　
9
月
2
日
必
着

▽
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
工
業
高
校
県
民
大
学
係

皿
0
9
9
5
　
（
6
2
）
　
3
1
6
6

◆
お
詫
び
と
訂
正
◆

広
報
か
じ
き
7
月
号
の
掲
載
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
5
ペ
ー
ジ
一
段
二
行
目

（
誤
）
　
山
藤
吉
則
組
合
長

（
正
）
　
岩
下
吉
則
組
合
長

●
1
6
ペ
ー
ジ
三
枚
目
写
真

（
誤
）
　
束
サ
チ
子
さ
ん

（
正
）
　
東
フ
サ
子
さ
ん
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猿轡饗鰯閥は
がけ地近接等危険住宅移輯事業の案内

Ⅱこの制度は
がけ地の崩壊、土石流、なだれ及び地すべりにより、住民の生命

に危険を及ぼすおそれのある区域内に建っている危険住宅を安全な

場所に移転を促進するため、国と地方公共団体が移転者に危険住宅

の除却等に要する経費と新たに建設する住宅（購入も含みます。）に

要する経費に対して補助金を交付する制度です。

H危険住宅は

がけ地の崩壊、土石流、なだれ及び地すべりの危険が著しい区域

を地方公共団体が建築基準法の規定に基づき、条例で指定した災害

危険区域または建築を制限している区域内にある住宅です。（昭和46

年8月31日以前に建築された住宅に限ります。）

園田→［璽］→［牽］→圏

＼iヽ 鷲… 

豊 麗 〇一一 �京一 二′ i拳 こて I ヽ∴子 1．‘： 女i 琵 �．● 養こ．－ 

態霊， 誓言嶺・莞 ー闇圏 丸∴・蔓嶺登 

b青l‾／，こ． 一驚i、、・ 

．」‾ ．農家 ． b∴ヽ． 圭三， �輩ぎ∵∴i∴ �愚老惑詫言・ 

＋ 撃 ′ ��◆∴● 　　　．：員 　　．∴エビ∋ 

÷‾肇憩肇麗　皆 

がけ地近接等危険住宅移転
事業の対象となる住宅 

がけ上 

がけ　　　　住宅 

かけ下 住宅 �30度以上 �／ �H 

＿高さHの2倍以内、 �／ H：2メートル以上 

上高さHの 

l、 2倍以内： 

．がけに近接する地域

田補助金は
除却等費：危険住宅の撤去費及び移転等に要する費用

建物助成費：危険住宅に代わる住宅の建設（購入も含みま

す。）、土地取得、敷地造成のため、金融機関

から融資を受けた場合の借入金の利子相当額

（利率は8．5％を限度とします。）

平成17年度のl戸当たり補助限度額

除　却　等　費 ��78万円 

建 物 助 成 費 �建　　　設 �444万円 

土地取得 �206万円 

敷地造成 �58万円 

問い合わせ先 � 

役場 �建設課（ �（建築係）TEL62－2 �111（内線222）　」 
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平成17年度　自衛官等募集案内

募　集　睡 �目 �◆▲ 10 �貴書漢国書漢詩書出 �．，li患運ijj臆漢＝ 

防衛大学校 学　生 �推　薦 �高卒（見込含）21歳未満 �9／5（月）～9／7（水） �9／24（土）・25（日） 

一　般 �高卒（見込含）21歳未満 �9／9（金）～9／30（金） �11／12（土）・13（日） 

防衛医科大学校学生 ��高卒（見込含）21歳未満 �9／9（金）～9／30（金） �11／5（土）・6（日） 

航　　空　　学　　生 ��高卒（見込含）21歳未満 �8／1（月）～9／8（木） �9／23（金） 

看　　護　　学　　生 ��高卒（見込含）24歳未満 �9／9（金）～9／30（金） �10／16（日） 

一般曹候補学生 ��18歳以上24歳未満 �8／1（月）～9／8（木） �9／17（土） 

曹　　候　　補　　士 ��18歳以上27歳未満 �8／1（月）～9／8（木） �9／17（土） 

2　等 陸・海〃空士 �男　子 �18歳以上27歳未満 �通　年 �受付時に通知 

女　子 �18歳以上27歳未満 �8／1（月）～9／8（木） �9／25（日）・26（月） 

問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方連絡部国分募集事務所　T［L45－1836

巾、巾、イびりで、巧、巾、巾、千種でびりびり巧、巾、咋“巾、巾、巧、相子遍、相対相対相羽、櫛、了ひで子か・勺

‾● 　∴∴F （ h”●●● ��圏圃隊轟 

／ ∴1囲韮∴－ ）‾ 、、、言霊 

〇〇〇° � �、＼ 盆1、に．。圭で曹 

肇、

も・QjQfQノ皿，JL・血・也・QfQノQju，競jJL・ufJL・QノJレJL・心血ノujQノujmfJレJL・血・Qノ

・
、
q
f
d
7
、
9
、
9
、
q
f
d
7
、
9
、
q
t
d
7
、
9
、
9
、
q
t
d
T
、
卓
也

恒例－・
四
地
区
毎
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

竜
門
西
元
子
ど
も
会
　
木
場
聖
子

竜
門
小
校
区
子
ど
も
会
で

は
、
毎
年
、
夏
休
み
前
に
、
四

地
区
合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
が
、
今
年
も
七
月

九
日
土
曜
日
、
夕
方
か
ら
実
施

し
ま
し
た
。

毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム

や
球
技
大
会
等
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
催
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
朝
か
ら
雷
が
鳴
り
、

大
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気

で
、
で
き
る
か
な
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
夕
方
に
は
天
気
も
な

ん
と
か
回
復
し
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
球
技
大
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
は
普
段
な
か
な
か

ゆ
っ
く
り
話
も
で
き
な
い
方
々

と
話
も
で
き
た
よ
う
で
、
和
気

あ
い
あ
い
の
様
子
が
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
も
久
し
ぶ
り
に
小
学

生
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
子
と
も
た
ち
も
、
焼
き

そ
ば
、
焼
肉
、
カ
キ
氷
、
そ
し

て
お
母
さ
ん
手
作
り
の
お
に
ぎ

り
を
、
う
れ
し
そ
う
に
口
い
っ

ぱ
い
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
笑
い
声

や
　
「
お
い
し
い
ね
。
」
　
と
い
う

言
葉
が
聞
こ
え
て
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

総
勢
百
四
十
名
の
参
加
者

は
、
企
画
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
来

年
も
み
ん
な
が
、
元
気
で
、
楽

し
く
、
こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
し
て
く
れ
た
ら
い
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。

′
P
一
A
ぐ
′
単
一
′
わ
し
′
h
r
′
P
，
t
P
｝
b
ヽ
．
ら
し
′
h
ぐ
′
h
ぐ
′
h
r
′
P
、
′
P

剣
道
練
成
大
会
成
績

第
二
十
七
回
加
治
木
町
剣
道
練

成
大
会
が
六
月
二
十
六
日
、
町
営

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
は
、
交
流
事
業

と
し
て
十
島
村
の
平
島
中
学
校
の

選
手
た
ち
も
参
加
し
、
町
内
の
選

手
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

【団体戦】

▽
小
学
生
の
部
　
優
勝
－
加
治
木

剣
道
A
　
二
位
－
溝
辺
剣
道
A

▽
中
学
生
の
部
　
優
勝
－
溝
辺
中

A
　
二
位
－
陵
南
中

▽
高
校
生
の
部
　
優
勝
－
加
治
木

工
業
A
　
二
位
－
加
治
木
工
業
B

【個人戦】

▽
小
学
生
低
学
年
の
部
　
優
勝
－

西
牟
田
早
智
　
二
位
－
須
ケ
牟
田

拓
己
　
三
位
－
徳
永
亮
輔

▽
小
学
生
高
学
年
の
部
　
優
勝
－

植
木
美
香
　
二
位
－
西
修
平
　
三

位
－
濱
田
未
来

▽
中
学
生
の
部
　
優
勝
－
松
山
孝

平
　
二
位
－
立
元
光
　
三
位
－
日

高
孤
▽
高
校
生
の
部
　
優
勝
－
花
堂
安

利
　
二
位
－
飯
伏
雅
輝
　
三
位
－

種
子
田
大
幸

▽
中
高
女
子
の
部
　
優
勝
－
四
元

美
禄
　
二
位
－
野
間
和
奏
　
三
位

－
早
崎
聡
美
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衰
・
要
静
ま
ち
づ
く
り

沸
し
て
特
別
な
こ
と

を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
臨
草
城

こ
と
か
ら
睦
め
ま
し

よう。

を
モ
ツ
峠
川
隠

犯
罪
者
は
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

て
い
な
い
街
、
住
民
同
士
の
信
頼

関
係
が
薄
い
街
を
好
み
ま
す
。

○
ゴ
ミ
は
、
決
め
ら
れ
た
日
時
と

場
所
に
き
ち
ん
と
出
し
ま
し
ょ

う。○
落
書
き
な
ど
が
あ
れ
ば
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
消
し
ま
し
ょ
う
。

○
買
い
物
や
散
歩
の
と
き
、
す
れ

違
う
人
に
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
互
い
に
相
談
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
普
段
の
何
気
な
い

行
為
が
防
犯
に
繋
が
り
ま
す
。

○
犯
罪
者
は
、
周
囲
か
ら
見
え
に
く

い
場
所
、
暗
い
場
所
を
好
み
ま
す
。

○
あ
な
た
の
家
の
近
く
に
周
囲
か

ら
見
え
に
く
い
場
所
、
暗
い
場
所

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

買
い
物
や
散
歩
の
時
に
、
ち
ょ

っ
と
気
を
つ
け
て
周
囲
を
観
察
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
が
注
意

力
を
も
っ
て
目
を
向
け
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
が
見
え
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
う
し
て
犯
罪
者
が
好

む
場
所
を
犯
罪
者
が
嫌
が
る
場
所

に
変
え
ま
し
ょ
う
。

○
垣
根
を
手
入
れ
し
た
り
、
鉢
植

え
を
並
べ
た
り
し
て
、
住
宅
周
囲

の
環
境
を
綺
麗
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
の
際
は
、
戸
締
り
を
し
て
、

隣
の
人
に
一
声
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
近
く
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で

い
る
時
は
、
少
し
の
問
で
結
構
で

す
か
ら
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
だ

さい。
○
夜
の
外
出
は
、
目
立
つ
服
装
と
反

射
タ
ス
キ
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
、
玄
関
灯
や
門
灯
を
点
け
、

明
る
い
環
境
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
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教育委員会だより
たくましいふと体を平成17年度の体力・連動能力調査の結果から

加治木町教育委員会では、児童生徒の体力・運動能力調査を小学校第5・6学年、中学校全学年にわたって実施

しました。その結果が、このほどまとまりましたのでお知らせします。

小学校5年生男子の体力運動能力の全国比 20．0 10．0 0．0 －10．0 －20．0 �十二十器高二二三 � 

小学校5年生女子の体力運動能力の全国比較 20．0 10．0 0．0 －10．0 －20、0 �1「三十十千甘言□∴ 　　　78 � 

握力　上体起こし　休部届　反復横蹴び　20mシャトルラン　50m走　立ち個跳びボール撒け 

左のグラフは、小学校5年生の運動能力を全国の平

均と比較したものです。鹿児島県全体の平均とは差は

ないものの、全国平均と比較すると、かなりの体力低

下を示しています。

そのなかでも、20mシャトルランという往復持久

走に見られるように、持久力が大幅に落ちています。

また、学年によって若干相違はあるものの、全体とし

ては筋力、瞬発力にも劣っています。体力低下の要因

として、外遊びの減少、自然体験の不足、登下校時に

車で送迎する保護者の増加、学校体育における運動量

の不足などがあげられます。本町児童生徒は　全学年

とも体力・運動能力が低下傾向にあり、本町の教育課

題の一つでもあります。

各学校では　それぞれの実情に応じて子どもたちの体力向上を目指

し「一校一運動」の実践活動に取り組んでいます。

永原小学校では　一輪車か竹馬に全員が乗れることをめあてに、連

日子どもたちが取り組んでいます。加治木小学校では　瞬発力や持久

力を高めるために、「なわとび運動」を実践しています（写真）。また、

錦江小学校では「個人カード」を作成し、一人ひとりに応じた体力づ

くりを進めようとしています。刻々と変容していく社会を生きていく

子どもたちに、まず求められる力として「たくましい心と体」があり

ます。その育成のための取組が始まっています。各家庭でも、「歩い

て登校・下校」や「一家庭一運動」に取り組んでくださると幸いです。

〇　　　　〇　三 �� �� � � 

－ 王L∴雪畿・∴　　　　　　　・」 �� 

一　王宮 � � ���� 群書 　守 �����）三 ｝ ▼L　　　　　　　　　　　L／一1－＿ 

＆／28作の／獅旛フェスタjを解
人は皆、生まれながらにして平等であり、幸せで健康に生きる権利をもっています。けれども家庭や地域社会、

職場や学校など　何げなく過ごしている日常生活の中にも、人権という視点から眺めると、様々な問題が浮かび

上がってきます。講演会と人権コンサートを通して、「差別する心」や「人権を尊重する」こと等について、御一

緒に考えてみましょう。

会場：加音ホール
○オープニング13：00

IiI野太鼓（川野保育所）

○講演13：30－15：00

演題「人生いつもありがとう」

講師　元NHKアナウンサー　吉川精一さん

（担当NHKのど自慢司会者）

○人権コンサート15：10－16：00

岡崎勝美さん（学校や病院等で活躍中）

吉川精一さん　　　　　岡崎勝美さん

問い合わせ先　加治木町教育委員会社会教育課
TtL62－2111（内線321）
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車軸尊前韓車輌輔車i踊轟賄軸暗軸韓鞠睦輔車鞄車軸辞軸亜軸評注唖措藍南軸亜舶華抽出韓車軸

℡62－2605

なっう沈魚対ら　霜　　　　i 
かたちん雷馬本昭馬 � � 

詫喜肇謹醒 
は8乗を“向年 �大 

∴÷∴二 

鵠擬 

盤羅鰯〝 　鴨 �l 1 i 
三三幸三ニ 
つ　oい捨　〇、　　　　講談社 
絵物ろてち今 

た　の　き　の　と　ん　　宇 

墾　○こ住とき生K・ヒル／作 調誓端整三幸』宮木陽子／訳 

あ　り　で人　つこ　　朝倉めぐみ／絵 

おはなし会の �日　時：9月10日（土）午前10時30分一　　％－ 　　　　　　　　　　　　I 

御案内 �場　所：町立図書館学習室　　　　　　　●‘ 

（毎月第2土曜日） �内　容：絵本の読み聞かせ・紙芝居など 
※どなたでも参加できます。お気軽にお越しください。 

一
日
舌
－
－
闇
閤

ほ
と
け
　
　
じ
∴
ひ
　
∴
∴
い
h
 
L
 
A
∴
す

人
に
心
仏
に
思
惑
や
岩
清
水

草
笛
や
遠
さ
恋
の
日
戦
の
日

幾
年
の
梅
雨
を
凌
ぐ
や
隠
れ
仏

者
農
の
腰
の
て
ぬ
ぐ
い
青
田
風

ひ
ふ
う
か
　
i
な
　
　
　
つ
き
ー
ひ

氷
菓
戒
め
月
日
の
つ
か
み
ど
こ
ろ
な
し

隠
れ
洞
八
十
略
の
信
心
苔
の
花

紫
陽
花
の
雫
に
濡
れ
て
か
く
れ
ん
ぼ

テ
ノ
ー
ル
の
僧
の
読
経
の
夏
衣

ね
む
の
木
や
空
を
ギ
ザ
ギ
ザ
に
刻
み
を
り

限
り
な
く
ロ
ー
マ
は
遠
く
か
た
つ
む
り

祐
乗
良
の
湯
睦
む
句
会
や
若
葉
風

は
め
ら
れ
ず
苦
に
も
さ
れ
ず
に
募

明
易
し
長
居
を
し
た
る
憂
さ
世
か
な

野
仏
の
ほ
ほ
え
み
お
は
寸
時
烏

合
歓
の
花
、
万
言
美
し
く
老
い
給
ふ

検
査
結
果
聞
き
入
る
家
族
夏
の
蝶

改
姓
で
黄
砂
の
源
手
で
掬
ひ

う
つ
し
身
に
念
仏
洞
の
し
た
た
る
よ

藤
原

岩
元
酒
匂
藤
崎
脇
本

喜
子
繁
生

君
江
文
庫
星
浪

大
量
　
利
春

竹
山
　
洋
子

岩
田
美
知
江

田
代
　
俊
泉

川
畑
　
克
己

郡
山
マ
サ
子

小
田
原
種
二

稲
恒
　
章
夫

聞
出
開
園
圏

千
の
付
の
姉
弟
本
一

世
界
中
が
雨
だ
っ
た
ら
　
市
川
拓
司

そ
の
人
、
独
身
？
　
　
　
酒
井
順
子

き
ら
き
ら
　
シ
ン
シ
ア
・
カ
ド
ハ
タ

行
か
ず
に
死
ね
る
か
I
・
石
田
ゆ
う
す
け

エ
ー
ミ
ー
ル
と
探
偵
た
ち

エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー

ね
え
、
ま
っ
て
え
ー
・

か
べ
や
ふ
よ
う

に
わ
と
り
の
お
っ
ぱ
い
　
山
本
省
三
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北　東　横

郷　郷

遼‡
つ

佑吉子こ人と花か

有

馬　木

陸2
康三

汰た

⑫

国

：寒主音園田獲≡ �困 �T・輩 � �亜 � � � � � �匿 � �ヨ88m 塩　山・ � �� 

都合により変更になる場合がありますので、必ず事前に御確認ください。

月　日 ���医療機関 �所在 �電話 �医療機関（小児科） �所在 �電話 �医療機関（眼科） �所在 �電話 

8 月 �14 �（日） �浜崎クリニック �加治木 �62－8588 �む　ろ　　内　科 �国　分 �46－6611 �青雲病院眼科 �姶　良 �66－3080 
21 �（日） �liI島クリニック �加治木 �62－7200 �尾田内科胃腸科 �姶　良 �65－7511 �田　中　眼科医院 �姶　良 �65－3986 

28 �（日） �四本信一皮膚科 �加治木 �63－9912 �永　山　医　院 �隼　人 �42－0109 �渡辺眼科クリニック �国　分 �45－6888 

9 月 �4 �（日） �とくだクリニック �溝　辺 �64－1717 �こともクリニック山崎 �姶　良 �65－1350 �い　ぢ　ち　眼　科 �国　分 �47－3618 

11 �（日） �西国耳鼻咽喉科 �加治木 �62－8787 �清　水　内　科 �国　分 �47－7173 �神　村　眼　科 �姶　良 �64－5556 

18 �（日） �さ　ん　の　う　内　科 �加治木 �63－3000 �国　分生協病院 �国　分 �45－4806 �隼人　福　島　眼科 �隼　人 �64－2940 

19 �（祝） �松本外科胃腸科 �加治木 �63－1911 �か　わ　の　小　児科 �隼　人 �42－8866 �西　眼　科　医　院 �加治木 �62－2526 

23 �（祝） �すこやかクリニック �加治木 �62－0308 �すこやかクリニック �加治木 �62－0308 �植原眼科医院 �隼　人 �43－1050 

25 �（日） �加治木駅前クリニック �加治木 �62－2222 �加治木駅前クリニック �加治木 �62－2222 �青雲病院眼科 �姶　良 �66－3080 

診療時間 ���午前9時～午後5時 ���午前9時～午後5時 ���午前9時～午後1時 

出
生
児
　
　
保
護
者
自
治
会

山

　

口

西
　
丸山

凛道葵

黒
葛
野

穂
　
森

網
　
永

横
　
山

長
　
倉

花
　
木

杯

ゆり啓双まえ」真里道

ゝ
らん吾′▲菓人奈治

植

竜
一
朗
下
浜

誠
宮
　
西
ノ
原

学
　
　
空
港
団
地

富
徳
　
小
陣

利
崇
　
蔵
王
団
地

誠
　
　
蔵
王
団
地

和
也
　
赤
坂

英
隆
　
岩
原
四
二
区

寿
一
郎
　
西
塩
入
上

政
文
　
原
ノ
門

浩
一
　
小
鳥

治
次
　
岩
原
雪
－
区

吉
孝
　
萩
原

純
二
　
赤
坂

8
7
月
1
5
日
ま
で
に
住
民
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

香
典
返
し
の
代
わ
り
に
御
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
御
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（　）　は故人

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
◆

岩
原
東
　
　
西
田
　
喜
久
子

（
夫
　
正
宏
7
0
）

明
　
神
　
　
川
越
　
栄
次
（
妻
　
ノ
ブ
8
6
）

井
手
向
　
　
山
下
　
部（

夫
　
健
二
6
9
）

白
木
山
黒
川
　
美
坂
　
政
勝

（
母
　
貴
子
8
5
）

天
　
神
　
　
中
尾
　
由
美
子

（
母
　
竹
下
正
子
7
8
）

須
　
崎
　
　
白
濱
　
美
知
子

（
夫
　
淑
6
6
）

伊
部
野
　
　
国
生
　
治
男

（
妻
　
加
代
子
5
3
）

西
塩
入
団
地
　
長
野
　
側

（
妻
　
エ
ミ
子
的
）

▼
7
月
1
5
日
ま
で
の
御
寄
附
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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錦江湾クリーンアップ作戦で須崎海岸を清掃（7／2）

・早出 言継欝 ��　l 　　Ij 　言：＼：来 宮∴言霊言 
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小山田の前田康徳さんの畑に咲いたヒマワリ（7／21）
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西日本小学生ソフトボール大会に出場した
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にがうり棚にラビットスイカを実らせた露幸男さん
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天神クラブで行われたちぎり絵教室（6／18）
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